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新発田青少年育成市民会議は、国民会議からの事業指定を受けて、「子どもを健やかに育てるために地域育成協

議会はどうあったらよいか」をメインテーマに、子どもの主体性を生かした活動・世代間の交流・学校週五日制
の視点から実践、調査、研究に取り組んできました。

調査研究の推進に係わって組織された地域実践委員会が、市内小学校（四校）のご協力を得て、高学年児童と
その保護者各百名を対象に「生活実態と意識の調査」を実施しました。

調査項目から五つの設問を抄出し、結果と考察を併記します。
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開催日　平成14年5月25日（±）

場　所　生涯学習センター

市民のみなさんの会議です。多数の御参加をお待ちしています。
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